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要旨：本 稿 の ⽬ 的 は 、学 ⽣ の 観 点 で の「 質 の 良 い 授 業 」を ⾏ う た め に 、対 ⾯ 授 業・
オ ン ラ イ ン 授 業 の さ ま ざ ま な 授 業 ⽅ 法 を ど の よ う に 選 択 す べ き か を 模 索 す る こ と
に あ る 。 特 に 、 授 業 を 構 成 す る 「 共 同 体 」 と し て の 教 員 と 学 ⽣ が 、 授 業 内 で ど の
よ う な 役 割 を 果 た し て い る か に つ い て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 観 点 か ら 各 授 業 ⽅
法 の 違 い を 検 討 す る 。 ⼤ 学 で 実 施 さ れ て い る 初 修 外 国 語 と し て の ド イ ツ 語 学 習 者
を 対 象 と し た ア ン ケ ー ト の 調 査 を 通 し て 、 対 ⾯ 授 業 の 代 替 と し て だ け で は な い オ
ン ラ イ ン 授 業 の 可 能 性 を 探 る と と も に 、 初 修 外 国 語 授 業 に 関 し て 、 従 来 の 対 ⾯ 授
業 も 含 め て の 新 し い 授 業 ス タ イ ル を 提 案 す る 。  

 

キーワード：オ ン ラ イ ン 授 業 、 第 ⼆ 外 国 語 教 育 、 ⾮ ⾔ 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

 

1. はじめに  

 2020 年 度 か ら 、様 々 な 教 育 機 関 に お い て オ ン ラ イ ン 授 業 の 導 ⼊ が ⾏ わ れ た 。特
に ⼤ 学 で は 、2020 年 度 の 上 半 期 は オ ン ラ イ ン ツ ー ル を 活 ⽤ し た 在 宅 学 習 が 徹 底 さ
れ た 。後 期 に ⼊ り 、各 種 の オ ン ラ イ ン 授 業 ⽅ 法  (オ ン デ マ ン ド 配 信 型  ((資 料 提 ⽰
型・動 画 配 信 型 ))・リ ア ル タ イ ム 配 信 型 ) に 加 え 、従 来 同 様 の 対 ⾯ 授 業 と 、リ ア ル
タ イ ム 配 信 を 組 み 合 わ せ た ハ イ ブ リ ッ ド 型 授 業 な ど 、 様 々 な ⽅ 法 に よ っ て 授 業 が
実 施 さ れ る よ う に な り 、 こ れ を 引 き 継 ぐ 形 で 2021 年 度 の 授 業 も 継 続 さ れ て い る 。
授 業 ⽅ 法 の 選 択 は 、 ⼤ 枠 で ⼤ 学 の ⽅ 針 に よ り 決 定 さ れ る も の の 、 授 業 担 当 者 に そ
の ⽅ 法 の 選 択 が 任 さ れ る こ と も あ る 。 本 稿 で は 、 ⼤ 学 で 実 施 さ れ た オ ン ラ イ ン 授
業 に 関 す る 学 ⽣ ア ン ケ ー ト 、 お よ び 独 ⾃ ア ン ケ ー ト の 結 果 に つ い て 考 察 し 、 授 業
を 構 成 す る 共 同 体 の 役 割 の 違 い か ら 、 学 ⽣ が 捉 え る 「 授 業 の 質 」 の 本 質 を 明 ら か
に し た う え で 、 授 業 内 容 と 授 業 実 施 ⽅ 法 の 適 合 性 を 考 え る 。 こ れ に よ り 、 ア フ タ
ー コ ロ ナ に お い て も 、 従 来 の 対 ⾯ 授 業 の 代 替 で は な く 、 オ ン ラ イ ン 授 業 と 対 ⾯ 授
業 の 適 切 な 活 ⽤ を 通 じ た 「 質 の 良 い 授 業 」 の 展 開 に 役 ⽴ て る こ と を ⽬ 的 と す る 。
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学 ⽣ ア ン ケ ー ト の 分 析 の 軸 と す る の は 、「 共 同 体 」 の 役 割 で あ る 。「 共 同 体 」 と い
う 概 念 は 、 学 習 環 境 を 構 成 す る 要 素 と し て 多 ⽤ さ れ 、 ⼀ 般 に 、 学 習 環 境 は 空 間 、
共 同 体 、⼈⼯物、活 動 か ら 構 成 さ れ る と ⾔ わ れ る (⼭内  2020）。授 業 と い う 環 境 の
中に は 、 そ れ を 構 成 す る 共 同 体 と し て 、指導 を ⾏ う 教 員 と 、 活 動 を 共 に ⾏ う 、受
講 し て い る他の 学 ⽣ が存在 す る 。 共 同 体以外 の いずれ の 要 素 に も 、 オ ン ラ イ ン 授
業 と い う 環 境下に お い て は 、 多 か れ少な か れ 、 対 ⾯ 授 業 と は なんら か の 違 い が現
れ る こ と が予想さ れ る が 、 本 稿 で は 、 こ の 「 共 同 体 」 と い う 要 素 が ど の よ う に 授
業 に 関 わ っ て い る か と い う 観 点 か ら 、 学 ⽣ が 考 え る 「 授 業 の 質 」 と 授 業 ⽅ 法 の連
関 性 を 明 ら か に す る こ と を試み る 。  

 

2. 学⽣アンケート結果  

2.1 ⼤学実施アンケート  

 ⼤ 学 に お い て の 授 業改善を ⽬ 的 と し た 学 ⽣ ア ン ケ ー ト 調 査 は こ れ ま で に も 実 施
さ れ て き た が 、オ ン ラ イ ン 授 業 の 初 め て と も い え るほど の規模 の ⼀括導 ⼊ に際し 、
様 々 な ⼤ 学 で は 、オ ン ラ イ ン 授 業 の問題把握と そ の 対応の た め に 調 査 が ⾏ わ れ た 。
こ の 結 果 は 、 ⼤ 学 に よ りホー ムぺージ上 で公開 さ れ て い る 。 本 稿 で は 、 実 施 さ れ
た ア ン ケ ー ト 結 果 がホー ムぺージ上 に公開 さ れ て い る ⼤ 学 か ら 、無作為に 4 つ の
⼤ 学 を 選 び 、⽐較・ 検 討 を ⾏ う 。 1  主な 調 査項⽬ は 、現在 実 施 さ れ て い る オ ン ラ
イ ン 授 業 に 対 す る満⾜度 ・理解度 ・ 学 習効果等で あ り 、 対 ⾯ 授 業 と オ ン ラ イ ン 授
業 の そ れぞれ の ⽅ 法 に つ い て 、 学 ⽣ が 「 授 業 の 質 」 に つ い て ど の よ う に 捉 え て い
る か 、全体 的 な傾向を把握す る 。  

 まず、4 ⼤ 学 に 共 通 す る 質問項⽬ に 、オ ン ラ イ ン 授 業 の利点 と改善点 が あ る  (図
１、図 2)。「 良 い と思う 点 」「改善す べ き 点 」に つ い て 、約 10 項⽬ の中か ら の複数
選 択式で あ る 。項⽬数や項⽬ 内 容 は もちろん完全に ⼀致は し て い な い も の の 、 そ
の 内 容 は 概ね⼀致し て い る 。  

 

 
1  ア ン ケ ー ト 概況  
 ⼤ 学 A： 2020 年 7 ⽉実 施 、回答者数 4376 名（回答率 34％）  
 ⼤ 学 B： 2020 年 8 ⽉実 施 、回答者数 15093 名（回収率 31.4％）  
 ⼤ 学 C： 2020 年 7 ⽉実 施 、回答者数 3521 名  
 ⼤ 学 D： 2020 年 12 ⽉〜 1 ⽉実 施 、回答者数 8556 名（回答率 30.2％）  
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図１  オ ン ラ イ ン 授 業 の利点 2  3  

 

図２  オ ン ラ イ ン 授 業 の改善点  

 
 

 
2  個別の 結 果やそ の⽐較は ⽬ 的 と し て い な い た め 、 本 稿 で は ⼤ 学名を便宜上 ⼤ 学

A、 B、 C、 D と記載し て い る 。 調 査 結 果 の 概 要 は 、参考ホー ムページに記載し
て い る 各 ⼤ 学 のサイ ト を参照さ れ た い 。  

3  各 ⼤ 学 の回答者 の総数に 対 す る 割 合 、 上位 3 項⽬ 。  

80.90%
70.30%

44.60%

77.70%76.40%

64.50%
76.10%

57.00%

80.10% 78.20%

66.70%

48.30%

⼤学A ⼤学B ⼤学C ⼤学D

⾃⾃分分ののペペーーススでで学学習習
ででききるる
⾃⾃宅宅でで学学習習ででききるる

移移動動がが不不要要でで時時間間効効
率率がが良良いい
復復習習がが何何度度ももででききるる

66.40%
63.00%

67.80%

51.80%
56.20% 58.10%

44.60%

27.80%

51.00%
45.20%

31.40%

61.80%

⼤学A ⼤学B ⼤学C ⼤学D

課課題題がが多多いい

友友達達ががででききなないい、、友友達達
とと交交流流ががなないい

課課題題がが提提出出ででききてていいるる
かか不不安安

集集中中⼒⼒がが続続かかなないい

⽬⽬やや⽿⽿、、肩肩ななどど⾝⾝体体的的
なな疲疲れれををよよりり感感じじるる



 38 

まず、利点については 4 つに集約されており、無作為に選択した 4 つの⼤学で
の調査結果がこのような⼀致を⾒せたという点では、この結果が学⽣間に⼀定の
傾向を⽰しているといえる。4 つの項⽬のうち、「⾃宅で学習できる」には様々な
意図が含まれることが考えられる。「⾃宅で学習できる」ことには、例えば「移動
が不要」であることや、「学習において⾃分のペースを保てる」ことも含まれ、他
にも集中⼒や教員の⽬など、幅広い意図が想定される。この項⽬は⼤学 A と D で
実施されたアンケートでは選択肢となっておらず、いずれも「⾃分のペースで学
習できる」「移動が不要で時間効率が良い」の 2 項⽬が選ばれていることを踏まえ
ると、⼤学 A と D の調査でこの項⽬があれば、⼤学 B や C と同様に上位に位置
することが予想され得る。逆に、この項⽬がある⼤学 B と C の調査では、「復習
が何度でもできる」ことが⼤学 B では 48.4％で 4 位、⼤学 C では 20.9％で 5 位と
なっており、この項⽬が選択肢になければ、⼤学 A、D と同様に上位に⼊る可能
性もある。「⾃分のペースで学習できる」ことと「復習が何度でもできる」ことは、
オンデマンド型授業の利点である。オンデマンド型授業の場合、受講の時間と空
間は基本的には⾃由である。「⾃分のペースで学習できる」「移動が不要で時間効
率が良い」の 2 項⽬が 4 ⼤学に共通し、さらに「復習が何度でもできる」が⼊る
という点は、学⽣がオンライン授業に対し、時間効率性と⾃⾝の学習習慣への適
合をその利点として捉えていることを⽰している。  

また、上記の 4 項⽬は、いずれも⾃学⾃習を前提としている。対⾯授業では同
じ時空間に教員と他の学⽣が存在しているが、オンライン授業、特にオンデマン
ド授業では時間と物理的空間の共有が⾏われないため、その存在の実感は薄くな
ると考えられる。これらの 4 項⽬以外にも、教材および授業内容理解のしやすさ
や学習時間の⻑さによる疲労の軽減に関する項⽬などが選択肢として挙げられて
いるが、これらの 4 項⽬はそれよりも優先的に選択されている。この 4 項⽬は、
教員と他の学⽣という、授業を構成する共同体との直接的な接触を必要としない
という点で共通しており、授業空間を構成する「共同体」としての教員と他の学
⽣の存在を意識しづらいオンライン授業については、学⽣は「共同体」との直接
的な関わりがなくても問題がないような項⽬を利点として認識していると考えら
れる。  

改善点は 5 項⽬に集約されている。 4 ⼤学で共通の 1 位となっている「課題が
多い」ことは、定期試験の不実施を主な⽅針とした⼤学が多く、その代替として
授業内の課題評価が成績評価⽅法の中⼼とされたことによるものである。「友達
ができない、友達と交流がない」は、先にオンライン授業の利点において述べた
とおり、授業内の「共同体」の要素の不⾜という点がそのまま反映されている。
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したがって「共同体」の存在実感が薄いことが影響しないような項⽬が利点とし
て、「共同体」の存在の認識が前提となる項⽬が改善点として選択されているとい
える。「集中⼒が続かない」は、教員の直接的な監督下になく、物理的に学習に無
関係なものが周囲に存在するという環境での学習を余儀なくされることにその理
由があると考えられる。これは、「⾃宅で学習できる」ことの否定的側⾯である。
緊張感や連帯感といった「共同体」から与えられる影響が極端に少ない環境下で
の学習に慣れていない学⽣は、学習しづらいと感じるであろう。また、次点とし
て「教員に質問がしにくい」「教員の指⽰が分かりづらい」という項⽬が、3 ⼤学
で 20〜 40％の割合を占めている。このことも、「共同体」としての教員が物理的
空間に存在していないことで、情報が不⾜していると学⽣が認識していることを
⽰している。教員や他の学⽣と物理的に接触していない空間で学習することによ
って、その存在の実感が薄くなることが、学⽣の学習意欲に肯定的に働く場合と
否定的に働く場合がある。学⽣は、授業環境を構成する「共同体」が存在するこ
とを実感しづらいオンライン授業について、「共同体」との関係性がほぼないとい
うことを前提とするため、個⼈の学習習慣に適合しているかどうかという点をそ
の判断の基準とする。それゆえに、「⾃宅で学習する」ことの肯定的側⾯と否定的
側⾯のそれぞれが、利点と改善点のそれぞれに現れるという結果になったと考え
られる。  

また、オンライン授業の利点がオンデマンド授業の利点に偏っていることは、
リアルタイム授業やハイブリッド授業の有益性を学⽣が感じていないということ
を⽰している。オンデマンド授業に⽐べれば、「共同体」が同じ物理的空間に存在
していなくても時間を共有しているという点で、リアルタイム授業やハイブリッ
ド授業での共同体の存在の実感は⼤きくなるであろう。オンライン授業の改善点
に⾒られた「共同体」からの影響の不⾜は、利点と同様、オンデマンド授業を前
提とした回答に偏った結果であると考えられる。学⽣は、オンライン授業＝オン
デマンド授業と意識しており、リアルタイム授業やハイブリッド授業については、
対⾯授業との違いを意識していない可能性がある。  

表 1 は対⾯授業の利点と改善点についての調査結果である。授業内での「共同
体」の存在実感の影響は、この結果にも現れている。 4  

 

 

 
4  2020 年度後期から対⾯授業を再開した⼤学 D では、対⾯授業とオンライン授
業を⽐較する形式でアンケートを実施している。  
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表 1  対 ⾯ 授 業 の利点 と改善点  

対 ⾯ 授 業 の利点  

1 位  2 位  3 位  

他の受講 ⽣ と交流しやす
い  58.8% 

孤独感が少な い  32.6% 先⽣ か ら の指⽰ が受け
やす い  31.7% 

対 ⾯ 授 業 の⽋点  

1 位  2 位  3 位  

⼀ ⽅ 的 に 講義さ れ る こ と
が 多 い  40.0% 

私語 が あ る  27.1% あ て は ま る も の が な い  

21.7% 

 

利点 の 3 項⽬ は 、いずれ も「 共 同 体 」の存在 を前提 と し て お り 、学 ⽣ が「 共 同 体 」
の存在 を 重視し て い る こ と を ⽰ し て い る 。 ⼀ ⽅ 、改善点 で最も 割 合 の⾼い 「 ⼀ ⽅
的 に 講義さ れ る こ と が 多 い 」に つ い て 、「 ⼀ ⽅ 的 に 講義さ れ る 」授 業 で あ る か ど う
か は 、 そ の 授 業 の 形態に左右さ れ る 。 ⼤ 教室で の 講義形式で受講 す る場合 、少⼈
数形態の 授 業 よ り も 、「 共 同 体 」と の 共 同 活 動 は不⾜しやす い 。受動 的 で ⼀ ⽅向的
な 授 業 を 学 ⽣ が好ま な い と い う こ と ⾃ 体 は 、 オ ン ラ イ ン 授 業 導 ⼊以前か ら 、 講義
形式の 授 業 に お い て存在 し て お り 、 そ れゆえ に 、 アクティブ ・ ラ ー ニ ングや PBL 

(Project Based Learning) の よ う な 授 業 形式が近年増え て き て い る の で あ る 。 も と
も と存在 し て い た 学 ⽣ に よ る ⼀ ⽅向的 な 授 業 の敬遠が 、 こ の 結 果 に顕在化し た と
い え る 。  

多数の受講 者 が い る 講義形式の 授 業 の場合 、 対 ⾯ 形式で は な く オ ン ラ イ ン 形式
で の受講 を好む傾向は 、同 じ く ⼤ 学 D で の受講 形態別の受講 の しやす さ に つ い て
の 結 果  (表 2) に如実 に表れ て い る 。  

 

表 2  受講 しやす い と思う受講 形態  

 対 ⾯  リ ア ル タ イ ム  オ ン デ マ ン ド  ハ イ ブ リ ッ ド  

講義 251 名以上  7.6% 6.0% 82.1% 5.0% 

講義 151 名〜 250 名  7.7% 6.5% 81.3% 4.6% 

講義 50 名〜 150 名  15.9% 9.1% 66.9% 8.2% 

講義 50 名未満  35.7% 13.9% 41.1% 9.3% 

演習  49.4% 10.2% 31.8% 8.6% 

外 国 語  34.2% 20.6% 37.2% 8.0% 

実験実 習  66.7% 5.6% 20.1% 7.6% 



『⾔語科学論集』第 27号 (2021) 41 

実技  70.1% 4.7% 18.5% 6.7% 

ゼミ ・卒業研究等  61.4% 9.6% 16.0% 12.9% 

 

受講 者数が 多 い 授 業ほど オ ン デ マ ン ド 授 業 を よ り強く好む傾向が表 2 に は は っ き
り と表れ て い る 。感染の危険性 の回避の他に 、「 共 同 体 」と の 活 動 が少な い傾向が
あ る ⼤ 教室の 講義で は 、 対 ⾯ で あ っ て も他の 学 ⽣ と の交流機会は減少す る 。 オ ン
デ マ ン ド 授 業 で あ れば、学 ⽣ は そ も そ も「 共 同 体 」と の交流を前提 と せず、「 共 同
体 」と の 活 動 が少な い こ と を気に す る必要 が な い の で あろう 。⼀ ⽅ で 、実験実 習・
実技・ゼミ の よ う に 、物理的 空 間 に お い て 「 共 同 体 」 と の 共 同 で 活 動 す る こ と が
中⼼と な る 授 業 で は 、対 ⾯ 授 業 で の受講 が好ま れ る 。オ ン デ マ ン ド 授 業 よ り は「 共
同 体 」 の影響が ⼤ き い で あろう リ ア ル タ イ ム 授 業 ・ ハ イ ブ リ ッ ド 授 業 に つ い て 、
講義形式で は 対 ⾯ 授 業 と 同 様 に 割 合 が低い こ と も 、「 共 同 体 」の存在意義が ⼤⼈数
の 講義で は低い と 学 ⽣ が 捉 え て い る こ と を ⽰ し て い る 。  

ま た 、 リ ア ル タ イ ム 授 業 が ど の 授 業 で も⽐較的低い 割 合 を ⽰ し て い る中で 、 外
国 語 の 授 業 に つ い て は 20％以上 の数値を ⽰ し て お り 、他の リ ア ル タ イ ム 授 業 の 割
合 よ り もやや⾼い 。 リ ア ル タ イ ム 授 業 で は 、 オ ン ラ イ ン 上 の時空 間 を 「 共 同 体 」
と 共有す る た め 、 対 ⾯ 授 業 に近い 授 業 活 動 が 可 能 と な る 。 学 ⽣ は 、 語 学 の 授 業 で
は 「 共 同 体 」 の存在及び 共 同 活 動 が よ り必要 で あ る と認識し て い る こ と が う か が
え る 。表 1 の 結 果 を踏ま え れば、「 ⼀ ⽅ 的 に 講義さ れ る 」こ と が少な い 授 業 は 対 ⾯
で 、「 ⼀ ⽅ 的 に 講義さ れ る 」こ と が 多 い 授 業 は 、他の 学 ⽣ と の 共 同 活 動 が そ も そ も
少な く 、 オ ン デ マ ン ド 形式で の受講 を好む傾向が表れ て い る と 考 え ら れ る 。  

 授 業 内 容 に よ っ て好ま れ る 授 業 ⽅ 法 が異な る こ と に 加 え 、好み だ け で は な く 学
習効果 に も 、 授 業 と 授 業 ⽅ 法 の 適 合 性 が 関係し て い る と い う認識が 学 ⽣ に は あ る
よ う で あ る 。表 3 は 、 対 ⾯ 授 業 と オ ン ラ イ ン 授 業 の 学 習効果 に つ い て の 調 査 結 果
で あ る 。  

 

表 3  対 ⾯ 授 業 と オ ン ラ イ ン 授 業 の 学 習効果  (学 習 環 境 と のクロ ス集計 )5  

学 習 環 境  対 ⾯ の ⽅
が ⾮常に
⾼い  

対 ⾯ の ⽅
が⾼い  

同 じ く
ら い  

オ ン ラ イ ン
の ⽅ が⾼い  

オ ン ラ イ ン
の ⽅ が ⾮常

に⾼い  

授 業 に
よ る  

問題は な い  18.49% 26.78% 19.48% 8.30% 5.77% 21.19% 

 
5  ⼤ 学 C で は 、別途通 信 環 境や⽣ 活騒⾳と い っ た オ ン ラ イ ン 授 業 の 学 習 環 境 の
問題に つ い て 、 5 件法 で の 調 査 を ⾏ っ て い る 。  
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ほとんど な い  21.36% 34.79% 13.43% 5.45% 1.84% 23.13% 

少し あ る  34.29% 30.86% 8.92% 4.12% 1.10% 20.71% 

⼤ い に あ る  71.43% 10.48% 0.95% 1.90% 0.95% 14.29% 

総計  24.62% 30.73% 14.03% 5.96% 2.90% 21.76% 

 

オ ン ラ イ ン 授 業 の受講 環 境 が悪いほど 対 ⾯ 授 業 の 学 習効果 が⾼い と い う認識が現
れ て は い る が 、 対 ⾯ 授 業 に 対 す る肯定 的回答 6  は 、 オ ン ラ イ ン 授 業 の受講 環 境 に
問題が な い 学 ⽣ で も計 45.27%で あ る の に 対 し 、オ ン ラ イ ン 授 業 に 対 す る肯定 的回
答の 割 合 の 合計は 14.07%と ⼤ き な差が あ る 。総計で は 、肯定 的回答の 合計で⽐較
す る と 、対 ⾯ 授 業 が約 56％、オ ン ラ イ ン 授 業 が 10%を下回り 、そ の差は ⼤ き く な
っ て い る 。ま た 、「 授 業 に よ る 」が総計で 20%を越え て い る こ と は 、講義やゼミ な
ど 様 々 な 授 業 に 対 し 、 適 し た 授 業 ⽅ 法 は異な る と い う認識が現れ た も の で あ る 。
「 共 同 体 」 か ら得ら れ る情報量は 、 同 じ時空 間 に 「 共 同 体 」 が存在 し て い る 対 ⾯
授 業 が最も 多 く 、 そ の こ と が 学 習 の 実感に つ な が りやす い た め 、全体 的 に 対 ⾯ 授
業 の数値が⾼い と 考 え ら れ る 。  

 以上 の と お り 、 ⼤ 学 の オ ン ラ イ ン 授 業 に 関 す る ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 、 学 ⽣ が 、
授 業 を 構 成 す る 「 共 同 体 」 か ら受け る影響を基準と し て 授 業 を 捉 え 、 オ ン デ マ ン
ド 授 業 に お け る時間効率性 と 学 習利便性 を 重視し 、受講 形態に応じ た 授 業 ⽅ 法 が
あ る と認識し て い る傾向が 明 ら か に な っ た 。次節で は 、 講義、ゼミ 、 語 学 な ど の
授 業 形態を統⼀ し た 上 で 、 オ ン ラ イ ン 授 業 の 授 業 実 施 ⽅ 法 を区別し て 調 査 し た 独
⾃ ア ン ケ ー ト の 結 果 に つ い て 考 察 す る 。  

 

2.2 ドイツ語授業独⾃アンケート  

 2.1 で扱っ た ⼤ 学 実 施 の ア ン ケ ー ト の 結 果 を踏ま え 、受講 形態に応じ た 授 業 ⽅
法 に つ い て論じ る た め に は 、 授 業 形式の統⼀ と 授 業 ⽅ 法 の詳細な区別を ⾏ っ た う
え で の 調 査 が必要 で あ る 。 そ こ で執筆者 は 、 担 当 す る 初 修 外 国 語 と し て の ド イ ツ
語 授 業 の受講 者 を 対 象 と し て 、独 ⾃ ア ン ケ ー ト を 実 施 し た 。同 じ 外 国 語 授 業 で も 、
⽂法項⽬ の説明 を中⼼と し た 講義形式で あ る か 、会話練習 を中⼼と し た 授 業 で あ
る か 、 さ ら に は 教科書や教 員 に よ っ て 、 そ の 授 業 の運営⽅ 法 は異な る 。 対 ⾯ 授 業
と オ ン ラ イ ン 授 業 と い う 形式に 、 学 ⽣ が感じ る満⾜度や学 習効果 の ⾯ で 違 い が あ
る か は 、 こ の よ う な条件を統⼀ し 、 か つ 授 業 外 の 要 素 を で き る限り排除し て 調 査

 
6  「肯定 的回答」 は 対 ⾯ 、 オ ン ラ イ ン の そ れぞれ の 「 ⾮常に⾼い 」「⾼い 」 の 割
合 を 合計し た も の で あ る 。  
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す る必要 が あろう 。  

実 施 し た ア ン ケ ー ト の 概況は以下の と お り で あ る 。  

 

実 施時期： 2021 年 1 ⽉  

実 施 対 象：2020 年 度 に 担 当 し た 授 業 の うち、通 年 で 1 冊の 教科書を使⽤ し 、か つ
前期 ・ 後 期 で異な っ た 授 業 ⽅ 法 で 実 施 し た 授 業 の受講 ⽣  

対 象クラ ス：  

①前期：オ ン デ マ ン ド  (動 画 )  後 期：リ ア ル タ イ ム（Teams）【回答数 9 ⼈】  

②前期：資 料 提 ⽰  後 期：対 ⾯  【回答数 2 ⼈】  

③前期：リ ア ル タ イ ム  (Zoom) 後 期：対 ⾯  【回答数 5 ⼈】 (今年 度追加 3 ⼈ ) 7  

 

時間 と場所、 通 信 環 境 ⾯ の制約の有無、感染リ スクへの不安、 授 業時間 外 の ⾏ 動
（友⼈と の交流・ ⼤ 学 施設の利⽤等）を 授 業 外 の 要 素 と し て排除し た 上 で 、 教 員
お よ び扱う 授 業 内 容 を統⼀ す る こ と で 、 授 業 の 質 が 授 業 の 実 施 ⽅ 法 に左右さ れ る
か ど う か と い う 点 が 明 ら か に な る と 考 え ら れ る 。併せ て 、 こ の 結 果 を 通 し て 、 ケ
ー ス ス タ ディと し て 、 外 国 語 、ひい て は ド イ ツ 語 の 授 業 に は ど の よ う な 実 施 ⽅ 法
が 適 し て い る の か 、 学 ⽣ に と っ て有益で あ る の か と い う こ と に つ い て 検 討 す る 。  

質問項⽬ は以下の と お り で あ る 。満⾜度 ・理解度 ・意欲に つ い て 、 4 項⽬ 選 択
式で の回答と 、 ⾃由記述形式で の 選 択理由の回答を依頼し た 。  

 

【質問項⽬】  (⼀部抜粋 )8  

(1) 前期 の 授 業（A）と 後 期 の 授 業（B）に つ い て 、 授 業 の満⾜度 は どちら が 上 で
す か？  

 ＊移動不要 に よ る時間効率、（授 業時間 外 で）友達と遊べ る 、 通 信 環 境 ・ PC の
不具合 な ど は 考慮せず、 授 業 内 容 に 関 し て お答え く だ さ い 。  

(3) 前期 の 授 業（A）と 後 期 の 授 業（B）に つ い て 、 どちら の ⽅ が理解で き た と感
じ ま す か？  

 
7  2020 年 度回答者 5 名に 加 え 、 2021 年 度前期 に 同 授 業 を 教科書、 授 業 形態共 に
2020 年 度 と 同 様 に 実 施 、緊急事態宣⾔ 期 間中は リ ア ル タ イ ム で 、 期 間 外 は 対 ⾯
で 実 施 し た 。 通 年 で前期 ・ 後 期 と 授 業 ⽅ 法 を 違 え て 実 施 し た 2020 年 度 の受講 ⽣
と 同 様 に 調 査 対 象 と な る 要件を満た し た た め 、 2020 度 7 ⽉末の段階で追加 調 査
を ⾏ い 、 新 た に 3 件の回答を追加 し た 。  
8  (1)・ (3)・ (5) は満⾜度 、理解度 、意欲に つ い て の 質問で あ り 、 (2)・ (4)・ (6) 

は そ れぞれ直前の 質問の回答理由に つ い て の ⾃由記述形式で の回答で あ る 。  
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 ＊⽂法項⽬ そ の も の の難易度 は 考慮し な い で く だ さ い 。  

(5) 前期 の 授 業（A）と 後 期 の 授 業（B）に つ い て 、どちら の 授 業 が「 がんばろう 」
と い う気に な り ま し た か？  

 ＊移動不要 に よ る時間効率、（  授 業時間 外 で  ）友達と遊べ る 、通 信 環 境・PC の
不具合等は 考慮せず、 授 業 内 容 に 関 し て答え て く だ さ い 。  

(7) そ れぞれ の 授 業 形態に つ い て 、通 学（  時間効率  ）  ⾯ ・ 通 信 環 境 ⾯ ・ 授 業 外
で の友⼈関係等以外 で 、感じ て い る⻑所・短所が あ れば、書い て く だ さ い 。  

(8) 今後 、 コ ロ ナ禍の不安が仮に な く な り 、 同 じ よ う な ド イ ツ 語 の 授 業 を受け る
場合 、 どちら の 形式で受講 し た い で す か？  【A／B ⼆ 択】  

 

【選 択肢内 容】  

 (1) 前期  (A) の ⽅ が満⾜し た・後 期  (B) の ⽅ が満⾜し た・どちら も 同 じ く ら い
満⾜し た ・ どちら も 同 じ く ら い満⾜し な か っ た  

 (3) 前期  (A) の ⽅ が理解で き た・後 期  (B) の ⽅ が理解で き た・どちら も 同 じ く
ら い理解で き た ・ どちら も あ ま り理解で き な か っ た  

 (5) 前期  (A) の ⽅ が意欲が わ い た・後 期  (B) の ⽅ が意欲が わ い た・どちら も 同
じ く ら い意欲が わ い た ・ どちら も意欲が わ か な か っ た  

 

 上記の 形式を ⽤ い て 調 査 し た 結 果 は次の と お り で あ る 。表 4 はクラ ス①の 調 査
結 果 で あ る 。  

 

表 4  クラ ス①  ( オ ン デ マ ン ド  ( 動 画  ) ー  リ ア ル タ イ ム  ）  

 オ ン デ マ ン ド  リ ア ル タ イ ム  どちら も〇  どちら も × 

(1) 満⾜度  1 5 3 0 

(3) 理解度  1 7 1 0 

(5) 意欲  0 6 3 0 

 

3 つ の項⽬ の いずれ に つ い て も 、 動 画 オ ン デ マ ン ド 授 業 の ⽅ が リ ア ル タ イ ム よ り
上回る と い う回答は ⾮常に少な い 。満⾜度 と意欲に つ い て は 、回答が 重 な る傾向
が あ っ た 。 (1) 満⾜度 と  (3) 意欲の両⽅ で 「 リ ア ル タ イ ム 」 を 選 択 し た 学 ⽣ が 5

名、「 どちら も 同 じ く ら い満⾜し た／意欲が わ い た 」 を 選 択 し た 学 ⽣ が 2 名で あ
る 。 そ れぞれ の 選 択理由は次の と お り で あ る 。  
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【満⾜度 と意欲で の 「 リ ア ル タ イ ム 」 選 択理由】  

〔満⾜度〕  緊張感が あ る 、直接解説を聴く こ と が で き る  

〔意欲〕  他の⼈と ⼀緒に 学 べ る 、直接聴く こ と で理解が深ま る と思っ た 、  

教 員 が い る の で し っ か り課題に取り 組 め た  

【満⾜度 と意欲で の 「 どちら も 同 じ く ら い満⾜し た／意欲が わ い た 」 選 択理由】  

〔満⾜度〕  学 習 内 容 に応じ た 適 切 性  

〔意欲〕  特 に な し 、無回答、 どちら で もやる気は あ る  

 

満⾜度 と意欲の両⽅ に 「 リ ア ル タ イ ム 」 と回答し た 学 ⽣ が挙げた理由は 、 いずれ
も 、 教 員 ま た は他の 学 ⽣ と い う 「 共 同 体 」 が 同 じ時間 に存在 し 、 そ れ を意識す る
こ と に よ り感じ ら れ る利点 を そ の理由と し て挙げて い る 。 オ ン デ マ ン ド 授 業 で は
教 員 の存在感が希薄に な る た め 、緊張感や取り 組 み姿勢に影響す る 。 ま た 、 オ ン
デ マ ン ド 授 業 で は 動 画視聴型 で の 授 業 を 実 施 し た に も 関 わ らず、 教 員 の話を直接
聴く と い う こ と をメリ ッ ト と し て 捉 え て い る と い う の は 、 教 員 が ⾃ 分 と 同 じ時間
に存在 し て い る こ と を 実感す る必要 性 を 学 ⽣ が感じ て い る こ と を ⽰ し て い る 。 ⼀
⽅ 、満⾜度 と意欲の両⽅ に 「 どちら も 同 じ く ら い満⾜し た／意欲が わ い た 」 と し
た 学 ⽣ の満⾜度 の主な 選 択理由は 、 授 業 で 学 習 す る 内 容 に よ っ て異な る と い う も
の で あ っ た 。前期 は 、⽂法 の 初歩項⽬ に つ い て 、復習 が 容易な オ ン デ マ ン ド 授 業
で あ る こ と で理解を深め る こ と が で き 、 後 期 に は 、 そ れ を⼟台と し て問題の解説
や疑問点 の確認な ど が そ の場で ⾏ う こ と が で き た 、 と い う も の で あ っ た 。満⾜度
で 「 どちら も 同 じ く ら い満⾜し た 」 を 選 択 し た 3 名の うち、 1 名だ け は  (5) 意欲
で 「 リ ア ル タ イ ム 」 を 選 択 し て い る 。 そ の理由は 、 オ ン デ マ ン ド で は⾒る だ け に
な り 、 リ ア ル タ イ ム の ⽅ が集中で き る 、 と い う も の で あ り 、 こ れ は先の満⾜度 ・
意欲の両⽅ に「 リ ア ル タ イ ム 」を 選 択 し た 学 ⽣ と 同 じ く 、「 共 同 体 」の存在 の 実感
の必要 性 を ⽰ す も の で あ る 。 学 習 内 容 の難易度 が さほど⾼く な い場合 、基礎⽂法
等に つ い て は オ ン デ マ ン ド の反復学 習 の 可 能 性 もメリ ッ ト と し て 捉 え ら れ得る 。
そ の ⼀ ⽅ で 、 リ ア ル タ イ ム 授 業 に お い て 「 共 同 体 」 が 同 じ時間 内 に存在 す る こ と
に つ い て は 、緊張感や安⼼感な ど 、「 共 同 体 」の存在 を 実感す る と い う場合 と 、直
接聞く こ と で 「 共 同 体 」 か ら の情報の量な い し 質 が 違 う と認識す る と い う 2 つ の
異な っ た側⾯ がメリ ッ ト と し て 捉 え ら れ て い る こ と が 、 こ の わずか な 対 象数の 調
査 か ら で も⾒え て く る 。  

⼀ ⽅ で 、(3) の理解度 に つ い て は 、リ ア ル タ イ ム に ⼀ 定 の偏り が⾒ら れ 、そ の 選
択理由は 、 間 違 い を そ の場で直せ る 、他の⼈が 間 違 っ た と ころの解説も聞け て理
解が深ま る な ど 、即時応答性 と付加情報の 多 さ に 関 す る も の で あ っ た 。ま さ に「 共
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同 体 」 で あ る 教 員 と他の 学 ⽣ が 同 じ時間 に存在 し て い る場合 に し か得ら れ な い も
の で あ り 、上 に述べ た 、「 共 同 体 」か ら の情報の量な い し 質 に つ い て のメリ ッ ト を
重視し た も の で あ る と 考 え ら れ る 。 オ ン デ マ ン ド を 選 択 し た 1 名の理由は 、 リ ア
ル タ イ ム だ と解く の が遅く な っ た時に つ い て い け な く な る 、 と い う も の で あ り 、
オ ン デ マ ン ド の反復学 習 の 可 能 性 の裏返し の 結 果 で あ る 。  

 こ の よ う に 、リ ア ル タ イ ム 授 業 に お い て は 、「 共 同 体 」が 同 じ時間 内 に存在 し て
い る こ と で与え ら れ る⼼的効果 が 学 習姿勢に影響し 、 ま た 同 じ時間 内 に存在 す る
こ と で与え ら れ る情報の 質 が こ と な る と 学 ⽣ は認識し て い る 。情報量の 多 さ と即
時性 に よ り 、理解度 の 実感と し て は リ ア ル タ イ ム の ⽅ が⾼く な る が 、 オ ン デ マ ン
ド の反復可 能 性 は 、 学 習 内 容 に よ っ て は そ の有効性 を発揮し得る 。 そ の他、時間
効率⾯ の条件を排除し た に も 関 わ らず、満⾜度 に つ い て オ ン デ マ ン ド を 選 択 し た
学 ⽣ の 選 択理由が時間効率性 で あ る こ と は 、 ⼤ 学 ア ン ケ ー ト の 結 果 同 様 、 オ ン デ
マ ン ド 特有の時間 の有効活 ⽤ 性 を 学 ⽣ が ⾮常に有益に感じ て い る こ と を ⽰ し て い
る 。  

次に 、クラ ス②に つ い て は 、 (1)・ (3)・ (5) の す べ て の 質問で 2 名の回答が完全
に ⼀致し た 。満⾜度 と理解度 は 共 に 対 ⾯ 、意欲は 「 どちら も 同 じ く ら い意欲が わ
い た 」 と な っ た 。  

 

【満⾜度 と理解度 で の 「 対 ⾯ 」 の 選 択理由】  

〔満⾜度〕  随時質問で き る 、 重 要 な 語彙や表現が 分 か りやす い  

〔理解度〕  ⽂章の説明 よ り も直接聞く ⽅ が 分 か りやす い  

【意欲で の 「 どちら も 同 じ く ら い意欲が わ い た 」 の 選 択理由】  

  学 習 内 容 に ⼤ き な 違 い が な く 、 授 業 ⽅ 法 で 違 い は感じ な か っ た  

 

資 料 提 ⽰ 型 が そ の他の オ ン ラ イ ン 授 業や対 ⾯ 授 業 と異な る の は⾳声に よ る説明 が
な い こ と で あ り 、 こ の 点 が理解度 に及ぼす影響は ⼤ き い よ う で あ る 。⽂字に よ る
説明 と⼝頭で の説明 を⽐較す る と 、 そ の情報量を ⼀致さ せ る た め に は 、⽂字資 料
で は膨⼤ な量と な る 。 そ の た め に記載す る情報を必要最⼩限に し 、 結 果 と し て情
報量が不⾜しやす く な る 。情報の即時性 が満⾜度 、理解度 に影響し て い る 点 は 、
クラ ス①に つ い て の 調 査 結 果 と 同 様 で あ る 。意欲に つ い て は 、 授 業 ⽅ 法 に は左右
さ れ な い と感じ る 学 ⽣ も ⼀ 定数い る よ う で あ る 。 こ の こ と は 、クラ ス①で も 「 ど
ちら も 同 じ く ら い意欲が わ い た 」の 選 択理由に も表れ て い る 。ま た 、クラ ス②は 、
2 年次以上 の 、 す で に基礎⽂法 を 習得し た 学 ⽣ の 選 択科⽬ で あ り 、 そ の 内 容 は ⾃
由作⽂や新聞記事の 講読等で あ っ た 。 そ こ に 、 質問の即時応答性 な ど を 重視し た
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こ と の 要因が あ る と も 考 え ら れ る 。 学 習 内 容 が複雑に な るほど 、 学 ⽣ は 教 員 と の
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を必要 と し 、 そ れゆえ に 学 習 内 容 に応じ た 授 業 形式の 選 択 の
必要 性 が 、 こ の 結 果 に表れ て い る と ⾔ え る 。  

 

表 5  クラ ス③  （  リ ア ル タ イ ム  −  対 ⾯  ）  

 リ ア ル タ イ ム  対 ⾯  どちら も〇  どちら も× 

(1) 満⾜度  1 2 5 0 

(3) 理解度  2 4 2 0 

(4) 意欲  2 4 2 0 

 

表 6  学 ⽣別回答  

 学 ⽣ A B C D E F G H 

(1) 満⾜度  同 じ  対 ⾯  同 じ  同 じ  リ ア ル  同 じ  同 じ  対 ⾯  

(3) 理解度  リ ア ル  対 ⾯  同 じ  対 ⾯  リ ア ル  対 ⾯  同 じ  対 ⾯  

(5) 意欲  リ ア ル  対 ⾯  対 ⾯  対 ⾯  リ ア ル  同 じ  同 じ  対 ⾯  

 

表 5 及び表 6 は 授 業③に つ い て の 調 査 結 果 で あ る 。表 5 の 結 果 の み を⾒る と 、理
解度 と意欲に つ い てやや対 ⾯ 、満⾜度 に つ い て は 「 どちら も満⾜し た 」 の傾向が
あ る も の の 、回答に は か な りばら つ き が⾒ら れ る 。表 6 は 学 ⽣別の回答の ⼀覧で
あ る 。 学 ⽣ B、 学 ⽣ E、 学 ⽣ H は満⾜度 ・理解度 ・意欲の す べ て の回答が 対 ⾯ ま
た は リ ア ル タ イ ム に偏っ て い る 。そ の他、学 ⽣ A と D は満⾜度 が 同 じ で 、理解度
と意欲に つ い て は そ れぞれ リ ア ル タ イ ム と 対 ⾯ に偏っ て い る 。  

 

【「 対 ⾯ 」 の 選 択理由（B、 H、 D（理解度 ・意欲の み）、 C（意欲の み））】  

  質問の即時応答性 、 教 員 ・他の 学 ⽣ と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 機会の 多 さ  

【「 リ ア ル タ イ ム 」 の 選 択理由（学 ⽣ E、 学 ⽣ A（理解度 ・意欲の み））】  

  集中で き て 授 業 後 の疲労感が す く な い 、先⽣ に注視さ れ て い る よ う に感じ る  

 

教 員 の存在 を 実感す る こ と で緊張感が あ る と ⾔ う 点 で リ ア ル タ イ ム の ⽅ が集中で
き る と い う回答は 、クラ ス①の 学 ⽣ に も⾒ら れ た意⾒で あ る 。「 共 同 体 」の存在 の
実感と い う 点 で は 、 リ ア ル タ イ ム は 、 授 業 に参加 し て い る他の 学 ⽣ よ り も 、 教 員
の存在 を よ り強く 実感す る よ う で あ る 。さ ら に 、学 ⽣ C が満⾜度 で 同 じ と し た理
由は 、リ ア ル タ イ ム で は集中で き て 対 ⾯ で は 質問しやす い の で利点 が 同 じ で あ る 、
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と し て い る 。ま た 、理解度 と意欲で リ ア ル タ イ ム と答え た 学 ⽣ A と E は 、(8)の今
後 同 様 の 授 業 を受け る な らばどちら の 形式が 良 い か と い う 質問に 対 し て も リ ア ル
タ イ ム を 選 択 し 、さ ら に 学 ⽣ C も意欲で は 対 ⾯ と解答し な が ら 、こ の 質問で は リ
ア ル タ イ ム を 選 択 し て い る 。3 名共 に そ の理由を 通 学時間 に よ る疲労と し て お り 、
オ ン ラ イ ン 授 業 に よ る時間効率の利点 を 学 ⽣ が 重視し て い る こ と が こ の 結 果 に も
⽰ さ れ て い る 。  

独 ⾃ ア ン ケ ー ト 結 果 か ら は 、次の こ と が⾒え て く る 。 オ ン デ マ ン ド 授 業 で は 、
「 共 同 体 」 の影響が ⾮常に少な い た め 、理解度や学 習意欲の 実感は低く な る傾向
に あ る が 、 学 ⽣個⼈の 学 習 習慣と 授 業 内 容 に よ り 、 オ ン デ マ ン ド 授 業 の反復学 習
の 可 能 性 と時間効率性 を有益で あ る と感じ る 学 ⽣ も少な く な い 。 リ ア ル タ イ ム 授
業 で は 、 教 員 の存在 実感が意欲や理解度 に影響す る よ う で あ る が 、 対 ⾯ 授 業 で は
他の 学 ⽣ の存在 が 同 様 に 実感さ れ る 。学 習意欲に 関 し て は 、「 共 同 体 」の存在 実感
の他に 、 学 習 内 容 に よ っ て 決 ま る と感じ る 学 ⽣ も お り 、個⼈の 学 習姿勢に拠る と
ころが ⼤ き い 。「 共 同 体 」の影響と し て挙げら れ る も の は 、(1) 教 員 と の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン の即時性 、(2) 教 員 の存在 実感に よ る⼼的効果 、(3) 他の 学 ⽣ と の コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 多 さ に ま と め ら れ る 。リ ア ル タ イ ム 授 業 で は  (1) と  (2) が 、対
⾯ 授 業 で は  (1) と  (3) が ⼤ き く影響し 、 特 に  (1) に つ い て は 対 ⾯ 授 業 の ⽅ が よ
り利点 と し て 捉 え ら れやす く な る こ と が 、満⾜度や理解度 に影響す る と い え る 。
し か し 、 (2) と  (3) に 関 し て 、 学 ⽣ ⾃⾝が どちら を有益で あ る と感じ る か は 、 学
⽣個⼈の 学 習 習慣の影響を受け ざ る を得な い 。  

 以上 、前節及び 本節に お い て 、 学 ⽣への ア ン ケ ー ト 調 査 を も と に 、 特 に 授 業 内
で の 「 共 同 体 」 の影響を主軸 に お い て 考 察 を ⾏ っ た 。次節で は 、 授 業 に お い て の
教 員 と他の 学 ⽣ の影響と は具体 的 に ど の よ う な も の で あ る の か と い う こ と に つ い
て 、「 共 同 体 」と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と い う 観 点 で 考 察 結 果 に さ ら に 検 討 を 重ね
て い く 。  

 

3. 授業内コミュニケーション  

「 共 同 体 」 か ら受け る影響と い う の は具体 的 に い っ た い ど の よ う な も の で あ る
の か 。 共 同 体 か ら の影響、 な い し 共 同 体 か ら の情報が不⾜す る と い う の は 、 す な
わち共 同 体 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が不⾜し て い る 、 と い う こ と が 考 え ら れ る 。
杉⾕  (2007) は 、 対 ⾯ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て意図が相⼿に⼗分伝わ る と ⾔
う の は幻想で あ る と し て い る  (2007: p.159)。杉⾕  (2007) は 、受け⼿が送り⼿メ
ッセージを そ の意図通 り に理解し 、そ の情報を両者 が 共有し て い る程度 を伝達度 、
メッセージが伝わ っ た こ と に 関 す る送り⼿の主観 的 な感覚を伝達感と し て 定義し
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た上で、この伝達度・伝達感と、表情、ジェスチャー、声の調⼦などの、⾮⾔語
的⼿がかりの関わりついて、様々な実験を通して調査を⾏っている。結果として、
⾮⾔語的⼿がかりは情報の伝達度を⾼めているとは⾔えず、また⾮⾔語的⼿がか
りが多い時に、メッセージの送り⼿側の伝達感が⾼まるという結果が得られてお
り、対⾯的なコミュニケーションにおいて、伝達感が⾼く評価される、としてい
る。視覚的⼿がかりの有無を区別した調査の結果では、視覚的⼿掛かりがある条
件では、ない条件よりも伝達感が⾼くなったとしている。その他の実験結果も含
めて、杉⾕  (2007) は、「伝達度」には、⾮⾔語的⼿がかりはそれほど重要な影響
は及ぼさず、むしろ⾮⾔語的⼿がかりによって正確な情報伝達が阻害されること
があるとし、それにもかかわらず、対⾯や電話といった⾮⾔語的⼿がかりが多い
メディアにおいて、⾮⾔語的⼿掛かりの少ないチャットやメールのようなメディ
アよりも、伝達感が⾼く評価される、と述べている。すなわち、伝達感を得られ
るかどうかは視覚的⼿掛かりの有無によって規定されるということである。視覚
的⼿掛かりがあれば、⼈は「⾃分の発した情報が相⼿に伝わった」あるいは「相
⼿の発した情報が伝わってきた」と感じ、逆に視覚的⼿掛かりがないと「伝わっ
た」という感覚を持つことができない、ということになる。教員と学⽣のコミュ
ニケーションという点で⾒ると、例えばオンライン授業の⽋点として挙げられて
いた、質問がしにくい、指⽰が分かりづらいということに対して、メールやチャ
ットなどでの対応を⾏っていた教員は少なくないと思われる。それにもかかわら
ず、アンケート結果では教員からの情報が不⾜していると感じた学⽣が⼀定数い
た。オンデマンド授業のような⾮対⾯コミュニケーションでは、メールやチャッ
トを通しての情報伝達では、伝達感を持ちにくく、結果として学⽣にはコミュニ
ケーションが不⾜していると感じられたことが考えられる。また、「直接聞くのが
わかりやすい」という意⾒も、視覚的⼿掛かりによる伝達感の⾼い評価によるも
のと考えることができよう。実際に情報が伝達できているかどうかとは別に、感
覚的に認識されているものではないか、ということになるのである。  

それでは、オンライン授業においてのコミュニケーション、「共同体」からの影
響というのは、学⽣にあるいは教員に、「不⾜している」と感じられているだけで、
実際には不⾜していない、ということになるのであろうか。マレービアン  (1986) 

は、話し⼿が聞き⼿に与える情報の影響⼒の割合が、⾔語情報 7％：視覚情報 55％：
聴覚情報 38％であるとしている。授業内での教員と学⽣、学⽣と学⽣のコミュニ
ケーションにおいて、対⾯授業の中で知覚される情報というのは⾮常に多くなる。
対⾯授業においては、受講している学⽣の周囲には、他の学⽣が存在し、周囲に
いる他の学⽣の表情、受講態度、筆記⾳や私語も含め、意図せず視覚情報、聴覚
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情報として知覚する。加えて、学⽣間の共同活動を授業内で⾏う際には、その活
動内でも同様の情報の知覚が⾏われる。他のペアやグループの会話内容や、教員
に対する⾏動とそれに対する教員の反応⾏動も、意図せず知覚する。他の学⽣の
質問とそれに対する応答も⽿に⼊る。課題に取り組む速度なども、他の学⽣から
発せられる物⾳や声、態度などである程度推測が可能である。このように、付加
的な情報による他者との⽐較が可能な環境は、物理的に「共同体」が同じ空間に
存在していることで作り出されるものである。マレービアン  (1986) が⽰してい
るような、⾮⾔語的情報の重要性は、メッセージの正確な伝達について⾮⾔語的
⼿がかりの影響はそれほど⼤きくないとした杉⾕  (2007) とは論を異にするもの
ではあるが、単純なメッセージの伝達と理解の過程だけではなく、教員と学⽣、
学⽣と学⽣のコミュニケーションの複合と、それによって⽣み出された付加的情
報を含む授業という枠組みでコミュニケーションを捉えた場合に、対⾯授業での
知覚情報の多さは、否定できるものではないであろう。対⾯授業内で共同体から
得られる情報量の差が、感覚的に「わかりにくい」という印象を学⽣が持ってし
まう可能性がある。これに加えて、杉⾕  (2007) が⾔うように、視覚的⼿掛かりの
有無による伝達感がオンライン授業ないしオンデマンド授業では得られにくいと
なると、学⽣の理解度ないし満⾜度がより低く評価されることには、何ら不思議
はない。  

 

4. 授業実施⽅法と学習効果  

学⽣アンケートでは、満⾜度、理解度、学習意欲という、学⽣が感じる授業の
質について考察した。学⽣にとって質の良い授業が、満⾜できて分かりやすく頑
張ろうと思える授業であるとすれば、教員にとって質の良い授業とは、学⽣が授
業内容を正しく理解できる授業である。学⽣が感じる理解度ではなく、⾃⾝が⾏
う授業に学習効果があるかどうかということが中⼼的になる。オンライン授業の
学習効果については、コロナ禍以前に、いくつかの機関において実験と調査が⾏
われており、その結果が公表されている。いずれも基本的には、学習者をオンラ
インで学習するグループと対⾯で学習するグループに分け、⼀定期間の学習後に
テストを実施するという⽅法で調査を⾏っている。コロンビア⼤学の調査  

(Jaggars and Baily 2010) では、オンライン学習の⽅が、対⾯学習よりも学習効果
があるという結果となった⼀⽅で、ロシアの HSE University での調査  (Chirkov et 

al.  2020) では、オンラインで学習した学⽣の⽅がテストの平均点はやや⾼いもの
の、学⽣の満⾜度は、対⾯で学習した学⽣よりもやや低い、という結果が出てい
る。アメリカのコーネル⼤学では、オンラインのみで授業を⾏ったグループ、対
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⾯のみで授業を⾏ったグループ、オンラインと対⾯の混合⽅式で授業を⾏ったグ
ループと、３つのグループを⽐較し、テストの成績については３つのグループに
ほぼ差がないが、満⾜度については、オンライン授業のグループがやや低いとい
う結果が出ている  (Lefkowitz 2020)。すなわち、学習効果に関しては、学⽣の満⾜
度とは無関係に、オンライン授業は対⾯授業と同等またはやや⾼いという結果が
出ているのである。学習効果にほとんど差がないのであれば、学⽣が授業内容を
正しく理解できる授業を実施することを⽬標とする教員にとっては、授業内容に
合致しているかどうかという観点で、授業⽅法の選択を⾏えばよいという結論が
導かれる。オンデマンドやリアルタイムといった授業⽅法別の学習効果について
は、上記の調査と同様の⼿法で調査を⾏う必要があるが、⼀定数の受講者と環境
が必要となるため、今後環境を整備した上で調査を⾏いたいと考える。  

 

5. おわりに  

「共同体」の影響を考慮に⼊れて、学⽣が感じる「授業の質」をより⾼める形
で、授業内容に応じてどの授業⽅法を選択するかという点について、以上の考察
結果をもとに、本節で⼀例として次のような授業実施⽅法を提案したい。例えば、
⼀般的な⼤学の 1 年⽣向けの第⼆外国語の⼊⾨クラスでは、 1 クラスの受講者数
は 20 ⼈から 40 ⼈程度と⽐較的多くなる。受講者数が多くなるほど、対⾯授業で
は教員の存在の実感が低くなる傾向にある。従って、リアルタイムでの授業実施
を基本として教員の存在実感を⾼めながら、オンデマンド授業による反復可能性
を⽣かし、基礎的な学習事項をまとめた動画を定期的に配信して理解度を⾼める、
というような形式が考えられる。作⽂や応⽤⽂法項⽬を扱うような、より複雑な
内容を扱う授業では、受講者数もより少なくなることが想定され、教員から得ら
れる情報および質疑応答の即時性の必要性が⾼くなるため、対⾯授業で実施する、
という形が考えられる。また、学⽣間の共同活動に重点を置いた受講者数の少な
いクラスの場合は、他の学⽣とのコミュニケーションが重要視されるため、基本
的に対⾯授業で実施し、その都度の授業内容によって共同作業の必要性が低い授
業回には、集中⼒をもった学習姿勢を保つ機会としてリアルタイムを活⽤すると
いうような形式が考えられる。実際には、クラスの雰囲気や、授業進度、習熟度
などに応じて、授業⽅法を変更する必要性が⽣じることも考えられる。授業実施
⽅法を決定するのに、共同体とのコミュニケーションという観点を取り⼊れるこ
とで、どのような授業の構築が可能になるかという⼀例としてここに提案するも
のである。  
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The function of companions in online and in-person classes 
 

Nami Komoda 
 
 
The aim of this paper is to consider how teaching methods should be selected to provide 

online or in-person classes that are satisfactory for students. Especially, this paper 

focuses on the role of the “companions” in an online classroom, which include 

classmates as well as teachers. In classes taking place under various online teaching 

methods, the companions can have various effects on learning motivation, the sense of 

satisfaction and so on. This paper examines the results of the questionnaires that were 

conducted at elementary classes of German in different universities, and explores 

possibilities of online classes, and proposes a new teaching style of foreign languages 

that take advantages of in-person and online classes. 

 




